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第 1 章 緒⾔ 

 ラグビー競技の特性に，「プレー⼿段の多様性」が挙げられるが，それはボールを保持する選⼿の⾃由
性であり，ボールを持って⾛るプレーであるボールキャリー，ボールを味⽅に渡すプレーであるパス，そ
してボールを蹴るプレーであるパントキックを選択できることである．本論ではこのパントキックの活
⽤に着⽬する． 

 そして，ラグビー競技はゴール型の陣取りゲームであり，ボールを保持して相⼿のゴールラインを割
りボールを地⾯に着くことで得点できる．そのため，攻撃側はボールを保持して前進を図り，攻撃を継続
していくことが原則となるが，それを阻⽌する守備側の存在もあるため，ボールの所有権を⾃ら⼿放す
代わりに陣地的な優位性の獲得を⽬指すパントキックの活⽤が求められる場⾯がある．この時に，ボー
ルの所有権を失い陣地的な優位性を得るか，それともミスが⽣じる可能性を考慮した上でボールの所有
権を保持し攻撃を続けるのかを，状況に応じ判断すること「状況判断」が選⼿に求められる．このように，
ラグビー競技のボール保持者は試合を通して的確で正確な状況判断が求められ，それがラグビー競技の
特性でもあり，⾯⽩さや時に複雑さや難しさを⽣み出す⼀因ともなる．また，世界トップレベルチームの
選⼿や指導者においても，パントキック活⽤に関する考え⽅，戦術は異なり，どのような場⾯でパントキ
ックを活⽤すべきかの知⾒は確⽴されていない． 

 では，指導者は選⼿の状況判断能⼒を効果的に向上させることが必要であると考えられるが，その理
論的な⽅法に状況判断の過程を四つに区分して（「外的ゲーム状況に対する選択的注意」「ゲーム状況の
認知」「ゲーム状況の予測」「プレーに関する決定」），それぞれの過程において適切な指導を与えていくこ
とが提⾔されている（中川，1986）．特に，第⼆段階であるゲーム状況の認知段階の指導は，「何が意味あ
る情報なのかを教える」ことが求められる．そのため，判断が難しいパントキックの活⽤において，有効
性の⾼い知⾒を獲得することで，選⼿の状況判断能⼒を向上できることが期待される．さらに，このこと
は国際競技⼒の向上，2021 年春より中学⽣の学習指導要領において例⽰されたタグラグビー教材の開発
の⼀助となることが期待される． 

 以上のことから，本研究は，パントキック活⽤の有効性に関する知⾒を獲得することを⽬的とした． 
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第 2 章 国内⾼校ラグビーにおける有効的なパントキックの活⽤に関する研究 

 国内⾼校ラグビーの試合を対象にし，勝利チームのパントキック活⽤の数量的な様相を明らかにする
ことを⽬的とした．さらに，得られた結果の勝利チームの特徴から，成功要因の観点からパントキック活
⽤の有効性に関する知⾒を得ることを⽬的とした． 

 標本は第 95〜99 回全国⾼等学校ラグビーフットボール⼤会の 5 シーズンとし，実⼒差が少ないと考え
られる 3 回戦以上の，計 75試合を対象とした．分析対象のプレーは，ペナルティーからのパントキック，
ドロップキック，プレースキック，ハックキックを除くオープンプレー時のパントキック（1,349本）と
した．分析⽅法は，記述的パフォーマンス分析（中川，2011）を⽤い，分析項⽬はパントキックが活⽤さ
れた様相を，「時間帯」「陣地」「プレー起点」「フェーズ数」「ポジション」「種類」で分類し，それぞれの
項⽬で細分化された⼩項⽬で評価した．  

 統計の処理⽅法は，まず Shapiro-Wilk 検定を⽤いて実施し標本が⾮正規分布であることが確認された
ため，データを中央値でまとめ，勝利チームと敗北チームに分けてMann-WhitneyのU検定を実施した．
また，勝敗間で⺟数⾃体の影響が懸念されるプレー起点においては，有意差が確認された項⽬に対し，⺟
数を求めパントキック活⽤の割合とし，Pearsonのカイ⼆乗検定を実施した．有意⽔準は，いずれも 5%
未満とした．さらに，どの分析項⽬が最も勝敗に影響を与えるのかを分析するために判別分析を実施し
た． 
 表 1 には，⾼校ラグビーのパントキックの数量的な様相を⽰した．「45-60 分」「ターンオーバー」「リ
スタート」の 3 項⽬で勝敗別での有意差が確認された．表 2 は，判別分析を⽤いてどの分析項⽬がより
勝敗に影響を与えているのかを特定した結果であり，「リスタート（SC=0.37）」「ターンオーバー（SC=0.34）」
は有意な要因であると⽰された．次に，これらのプレー起点は，勝利チームに多く発⽣すると考えられる
ため，発⽣頻度を考慮した⽐較を⾏ったが，その結果「ターンオーバー」のみに有意差が⽰された． 

 これらのことから以下の知⾒が得られた． 

（1）⾼校ラグビーのパントキックの活⽤様相として，中央値 12.0回（最⼩値 3.0回，最⼤値 38.0回）で
あり，他カテゴリーと⽐較して活⽤が少ない． 

（2）45-60 分，ターンオーバー，リスタートの三つの項⽬において，勝利チームは敗北チームと⽐べて
パントキックを有意に多く活⽤している．  

（3）勝利チームは 45-60 分での活⽤が有意に多く確認されたが，その時点での得点差がプレー選択に影
響を与えている可能性が⾼いと推測される． 

（4）ターンオーバーでのパントキック活⽤の有効性が⽰唆され，勝利チームにおいては約 5回に 1回の
割合で活⽤しており，ボール所有権の⼊れ替わる時間が短いターンオーバーでは有効的となる可能性が
⾼い． 

（5）敵陣地でのパントキックの活⽤の少なさとパントキックの種類の結果から，ハイパントキック，シ
ョートパントキック及びグラバーキックの活⽤が少ない実態が明らかとなり，それらの技術的能⼒の向
上が，ユース世代における課題であることが⽰唆された． 

（6）スクラムハーフからのパントキック活⽤が少ないことが明らかとなり，技術的能⼒の向上に加え，
状況判断能⼒を養うようなトレーニングも実施することが求められる． 



 3 

 
 

 

第 3 章 国内トップチームにおける有効的なパントキックに関する数量的な様相 

 ⽇本最⾼峰のレベルとされるジャパンラグビートップリーグの試合を対象にし，勝利チームのパント
キック活⽤の数量的な様相を明らかにすることを⽬的とした． 

 標本は，ジャパンラグビートップリーグ 2016-2017リーグ戦の計 120試合の内，引き分けを除く 119
試合とした．分析対象は 4,737本のパントキックとし，分析⽅法は第 2章と同様に⾏った． 
 統計の処理⽅法は，標本が正規分布であることが確認されたため，対応のない T 検定を⽤いて，勝利
チームと敗北チームの数量的な差異を⽐較した．その後，勝敗間で⺟数⾃体の影響が懸念されるプレー
起点においては，⺟数を求めパントキック活⽤を割合とし，Pearsonのカイ⼆乗検定を実施した．有意⽔
準は，いずれも 5%未満とした．さらに，どの分析項⽬が最も勝敗に影響を与えるのかを分析するために
判別分析を実施した． 
 表 3 には，社会⼈ラグビーのパントキックの数量的な様相を⽰した．「60-80 分」「⾃陣 22m-ハーフラ
イン」「ハーフライン-敵陣 22m」「敵陣 22m-トライライン」「ターンオーバー」「リスタート」「クイック

Table1  Result of anlysis in high school tournament
Winning team
（n＝49）

Losing team
（n＝49）

Median Median
 0-15min 4.0 3.0 n.s.
15-30min 3.0 3.0 n.s.
30-45min 3.0 3.0 n.s.
45-60min 3.0 2.0 **

Own 22 5.0 5.0 n.s.
Own 22 to Half Way 5.0 5.0 n.s.
Half Way to Opp 22 1.0 1.0 n.s.
Opp 22 to Try Line 0.0 0.0 n.s.

LINEOUT 1.0 2.0 n.s.
SCRUM 2.0 2.0 n.s.

TURNOVER 2.0 1.0 **

KICK 4.0 5.0 n.s.
RESTART 3.0 1.0 **

PEN & FK 0.0 0.0 n.s.
0 R/Ms 5.0 6.0 n.s.
1 R/Ms 3.0 2.0 n.s.
2 R/Ms 2.0 2.0 n.s.

3+ R/Ms 2.0 2.0 n.s.
Front row 0.0 0.0 n.s.

Second row 0.0 0.0 n.s.
Back row 0.0 0.0 n.s.

Scrum Half 0.0 1.0 n.s.
Fly Half 5.0 4.0 n.s.
Centre 1.0 1.0 n.s.
Wing 0.0 0.0 n.s.

Full Back 1.0 2.0 n.s.
Long Kick 10.0 8.0 n.s.
High Punt 1.0 1.0 n.s.

Short Punt and Grubber Kick 1.0 1.0 n.s.
*: p<.05，**: p<.01，n.s.: not signficant

①Time

②Zone

③Start of Possession

④R/Ms

⑤Position

⑥Type

Statistics
RESTART .37 *

TURNOVER .34 *
45-60min .30

Short Punt and Grubber Kick .19
Back row .19
Full Back - .15

Second row .14
Opp 22 to Try Line .13

3+ R/Ms .13
Long Kick .12

Centre .12
Wing .12

2 R/Ms .12
High Punt - .12
SCRUM - .11
1 R/Ms .10
Fly Half .10

Own 22 to Half Way .10
Half Way to Opp 22 .10

30-45min .08
PEN & FK - .07
LINEOUT - .06
15-30min - .05

KICK - .04
Scrum Half .03

Own 22 .03
0 R/Ms .02
 0-15min - .02
Front row .00
Eigenvalue .86

Wilks Lambda .54
Canonical Correlation .68

Chi-squared 52.01
p .00

Table2 Discriminant function structure
coefficients (SC) in high school tournament

SC

*: Structure coefficients≧|.33|
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タップ」「2次⽬」「スクラムハーフ」「ショートパント及びグラバーキック」の 10項⽬で勝敗別での有意
差が確認された．表 4 の判別分析の結果では，「リスタート（SC=0.60）」「敵陣 22m-トライライン（SC=0.45）」
「ハーフライン-敵陣 22m（SC=0.45）」「60-80 分（SC=0.37）」は有意な要因であると⽰された．なお，「リ
スタート」は，発⽣頻度を考慮しても有意差が⽰された． 

 これらのことから以下の知⾒が得られた． 

（1）60-80 分，⾃陣 22m-ハーフライン，ハーフライン-敵陣 22m，敵陣 22m より前⽅，ターンオーバー，
リスタート，2次⽬，スクラムハーフ，ショートパントキック及びグラバーキックの九つの項⽬において，
勝利チームは敗北チームと⽐べてパントキックを有意に多く活⽤している．また，クイックタップの⼀
つの項⽬において，勝利チームは敗北チームと⽐べてパントキックを有意に活⽤していない． 

（2）勝利チームは敵陣地でのパントキックの活⽤が多く，特にショートパントキックやグラバーキック
を多く活⽤していると考えられる．  

（3）リスタートは，ボールを保持してトライを狙いに⾏くよりも，パントキックを活⽤することが結果
的に有効性は⾼いことが⽰唆される． 

（4）勝利チームはスクラムハーフからのパントキックが有意に多いことが⽰され，スクラムハーフから
のパントキックは有効性が⾼いことが⽰唆される． 

 

  

Statistics
RESTART .60 *

Opp 22 to Try Line .45 *
Half Way to Opp 22 .45 *

60-80min .37 *
TURNOVER .29

Short Punt and Grubber Kick .26
1 R/Ms .25

Own 22 to Half Way .23
Scrum Half .21
PEN & FK -.18
Own 22 -.15

High Punt .15
Long Kick .13
Full Back .13
3+ R/Ms .13
20-40min .13

Second row .12
 0-20min .10
LINEOUT .10
0 R/Ms .10
Fly Half .09
2 R/Ms .09
KICK -.07

Centre .06
SCRUM -.05
40-60min .05
Back row .04
Front row .03

Wing -.01
Eigenvalue .56

Wilks Lambda .64
Canonical Correlation .60

Chi-squared 98.97
p .00

SC

*: Structure coefficients≧|.33|

Table4 Discriminant function structure
coefficients (SC)  in Japan Rugby Top League

Table3  Result of anlysis in Japan Rugby Top League

Mean SD Mean SD p
 0-20min 5.97 2.77 5.56 2.58 1.19 0.24
20-40min 5.25 2.39 4.80 2.40 1.46 0.14
40-60min 5.38 2.31 5.20 2.50 0.56 0.57
60-80min 4.41 2.21 3.23 2.06 4.28 ** 0.00
Own 22 7.97 2.95 8.67 3.18 -1.75 0.08

Own 22 to Half Way 9.30 4.14 7.96 3.65 2.66 ** 0.01
Half Way to Opp 22 2.92 1.87 1.82 1.38 5.17 ** 0.00
Opp 22 to Try Line 0.82 0.83 0.34 0.57 5.18 ** 0.00

LINEOUT 3.34 1.81 3.04 2.03 1.18 0.24
SCRUM 2.25 1.70 2.38 1.61 -0.59 0.56

TURNOVER 4.21 2.63 3.22 1.96 3.30 ** 0.00
KICK 6.82 3.39 7.17 3.35 -0.79 0.43

RESTART 4.19 1.90 2.64 1.55 6.91 ** 0.00
PEN & FK 0.20 0.48 0.34 0.59 -2.05 * 0.04

0 R/Ms 8.71 4.14 8.12 3.90 1.13 0.26
1 R/Ms 7.02 3.18 5.89 2.82 2.89 ** 0.00
2 R/Ms 2.92 1.77 2.68 1.85 1.00 0.32

3+ R/Ms 2.38 1.35 2.10 1.54 1.48 0.14
Front row 0.04 0.20 0.03 0.18 0.34 0.74

Second row 0.08 0.30 0.03 0.18 1.32 0.19
Back row 0.17 0.42 0.14 0.42 0.47 0.64

Scrum Half 3.62 2.53 2.87 2.33 2.37 * 0.02
Fly Half 8.79 3.82 8.26 4.28 1.01 0.31
Centre 2.07 2.24 1.87 1.97 0.74 0.46
Wing 1.38 1.37 1.39 1.61 -0.09 0.93

Full Back 4.87 3.50 4.18 3.39 1.54 0.12
Long Kick 14.03 4.58 13.10 4.66 1.54 0.12
High Punt 3.80 2.42 3.27 2.32 1.72 0.09

Short Punt and Grubber Kick 3.21 2.31 2.42 1.65 3.03 ** 0.00

③Start of Possession

④R/Ms

⑤Position

⑥Type

**：p<.01 *：p<.05

Winning Team
（n＝119）

Losing Team
（n＝119）

t-test

t

①Time

②Zone
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 第 4 章 国内トップチームにおける有効的なパントキックに関する質的な知⾒ 

 第 3 章において明らかとなったパントキック活⽤の数量的な様相を，国内トップレベル選⼿へのイン
タビュー調査で質的に解釈し，パントキックの有効性に関する質的な知⾒を得ることを⽬的とした． 
 分析⽅法は第 3 章で⽰された勝利チームの成功要因を，国内トップレベルリーグに所属する 2 名の選
⼿に対し半構造化インタビュー調査を実施した．そして，⼤⾕（2019）が開発した質的分析⽅法の⼀つで
ある SCAT で分析することで，その結果の深い解釈を求めた．このように，選⼿の考え⽅，価値観は数量
的な様相では捨象される実践知であり，この実践知は運動のコツとして競技者において有意義な情報と
なると考えられる（阿江，1999）． 

 表 5 には 2名のトップレベル選⼿を対象にしたインタビュー調査から，SCAT により得られた理論記述
を整理した．この結果から，まずパントキックの活⽤には，「個⼈戦術的要素（個⼈の状況判断に依存す
る要素）」「ゲーム様相的要素（パントキック以外のゲーム様相に依存する要素）」「チーム戦術的要素（予
め設定されたチーム戦術に依存する要素）」「主観的ゲーム状況要素（精神的，⼼理的な要因に依存する要
素）」「客観的ゲーム状況要素（物理的なスペースの発⽣に依存する要素）」「ポジション特性的要素（ポジ
ション特性に依存する要素）」の六つの要素が影響していることが明らかになった（図 1）．次に，第 3 章
の表 3 において⽰された勝敗別の有意差について，チーム戦術として陣地に応じて活⽤するパントキッ
クを設定していくこと，ショートパントキックやグラバーキックをスペースに応じて活⽤すること，リ
スタート局⾯ではアタックを継続するよりもパントキックを活⽤することで有効性が⾼まることが⽰さ
れた． 

 

 

  

Figure1 Relationship between interpretation and concept

Factors of 
individual decision-making

Factors of game structure

Factors of team tactics 

Factors of 
subjective game situation

Factors of 
objective game situation

Factors of 
position characteristics

60-80min

Own 22 to Half Way

Half Way to Opp 22

Opp 22 to TRY Line

TURNOVER

RESTART

PEN & FK

1 R/Ms

Scrum Half

Mr. NMr. K
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第 5 章 質的な知⾒の量的な検証 

 第4章のインタビュー調査により顕在化した課題に対し量的分析によって検証することを⽬的とした． 

 検証課題として，時間帯別での勝利チームと敗北チームの得失点差，細分化したパントキックの種類，
パントキックの質，スクラムハーフに限定したパントキックを活⽤した陣地の四つの量的分析項⽬を設
定した．この内，細分化したパントキックの種類及びその質を表 6 に，パントキックの種類別の質を表 7

に⽰した． 

 

 

 表 6 から，勝敗別で活⽤回数に有意差がみられたのは，エリアキック（22m より前⽅でのボールをタ
ッチに蹴り出すことを意図したパントキック），グラバーキック，キックパスであり，それぞれのパント
キックの活⽤の質での⽐較では，ロングキックにおいてのみ有意差がみられた．また，表 7 は，パントキ
ックの質をその種類別に⽐較したものを⽰したが，エリアキックのみ質が 59%で，その他のパントキッ
クに⽐べて有効性が⾼いことが明らかとなった． 

 これらのことから，エリアキックを多く⽤いることは，勝利チームの成功要因の⼀つであり，質の観点
においてもその有効性はその他のパントキックよりも⾼いことが⽰された．また，ロングキックは全て
のパントキックの種類の中で最も活⽤が多いパントキックであるからこそ，その質を⾼めていくことで，
勝利の可能性を⾼めると⽰唆された．⼀⽅でグラバーキックを活⽤することは，勝利チームの成功要因
の⼀つであるものの，その質は 37%であり⼀番低く，ディフェンス真後ろのスペースを狙う⽬的が同様
のパントキックであるショートパントの⽅が，その有効性は⾼くなると考えられる． 

 

  

Table6 Results of type and quality of punt kicks

Mean SD Quality(%) Mean SD Quality(%) t p p
Long kick 10.88 3.90 53% 10.86 4.12 46% 0.05 0.96 12.39 ** 4.31
Area kick 2.54 1.92 62% 1.92 1.58 55% 2.73 0.01 ** 2.15 0.14
High punt 3.80 2.42 48% 3.27 2.32 49% 1.72 0.09 0.11 0.74
Short punt 1.34 1.33 47% 1.20 1.02 42% 0.88 0.38 0.83 0.36

Grubber kick 1.87 1.66 38% 1.22 1.22 34% 3.47 0.00 ** 0.50 0.48
Kick pass 0.61 0.82 39% 0.33 0.67 33% 2.88 0.00 ** 0.34 0.56

Winning Team
（n＝119）

Losing Team
（n＝119）

t-test Chi-square test

χ2

**：p<.01 *：p<.05

Table7 Results of quality by type of punt kicks

Effective Ineffective Quality(%) χ2 p

Long kick 1268 1311 49% 0.60

Area kick 317 216 59% 5.20 **

High punt 408 432 49% -0.10

Short punt 135 166 45% -1.40

Grubber kick 139 233 37% -4.60 **

Kick pass 44 68 39% -2.00 *

Total punt kicks

（n＝4737）
Chi-square test

Adujsted residual

49.87 0.10

**：p<.01 *：p<.05
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第 6 章 総合考察 

 第 2 章では⾼校ラグビーを対象に，第 3 章では社会⼈ラグビーを対象に，同様の研究デザインを⽤い
てパントキック活⽤の有効性に関する量的な知⾒を⽰した．まず，パントキックの活⽤回数は，⾼校ラグ
ビーで 1 チーム 1 試合あたり中央値 12.0回，社会⼈で平均値 19.9回であり，⾼校ラグビーの試合時間 30

分を社会⼈の試合時間 40 分に換算すると，⾼校ラグビーは 16.0回ということになる．したがって，社会
⼈ラグビーよりも⾼校ラグビーのパントキック活⽤は少ない．このように，パントキックの様相を⾼校
と社会⼈に分けて提⽰したものは 1990年に辻野の報告以降みられないが，この報告と⽐較すると近代ラ
グビーはパントキックの活⽤が減少していることがわかる（辻野，1990）．次に，勝敗別での時間帯・陣
地・プレー起点・フェーズ数・ポジション・種類の⽐較において，⾼校ラグビーで 45-60 分，ターンオー
バー，リスタートの 3項⽬において，社会⼈ラグビーで 60-80 分，⾃陣 22m-ハーフライン，ハーフライ
ン-敵陣 22m，敵陣 22m より前⽅，ターンオーバー，リスタート，2次⽬，スクラムハーフ，ショートパ
ントキック及びグラバーキックの 9 項⽬において，勝利チームが敗北チームより有意に多く活⽤してい
ることが⽰された．この内，⾼校ラグビーで有意差がみられた 3 項⽬は社会⼈ラグビーでも共通してい
るが，残りの 6項⽬においては確認されていない．さらに，判別分析を実施すると，⾼校ラグビーでリス
タート，ターンオーバーに，社会⼈ラグビーでリスタート，敵陣 22m より前⽅，ハーフライン-敵陣 22m，
60-80 分に関連性が確認され，両カテゴリー間で違いがみられた．以上のことは，⾼校ラグビーと社会⼈
ラグビーの様相の違いを⽰しており，それぞれのカテゴリーでパントキックの成功要因は異なることを
⽰している．例えば，ターンオーバーにおけるパントキックの活⽤は，社会⼈ラグビーよりも⾼校ラグビ
ーでの有効性が⾼い．これは，社会⼈ラグビー選⼿は競技レベルが⾼く，ボールの所有権を失った後のデ
ィフェンスにおいて，ディフェンスライン後⽅のスペースを素早く埋めることができるために，パント
キックが活⽤できるスペースが消失することが要因と考えられる．その⼀⽅で，共通する成功要因もみ
られ，それはショートパントキックやグラバーキックの活⽤である．これらのパントキックは，相⼿との
間合いも近いことから難易度が⾼いとされ（廣瀬ほか，2014），⾼い技能が求められるが，それらの技能
を有することで，プレーの選択肢が増え，状況に応じた最適なパントキックを活⽤でき，その有効性を⾼
めることにつながると考えられる． 

 第 4 章では，第 3 章で導き出されたパントキックの量的な成功要因を，国内トップレベル選⼿へのイ
ンタビュー調査から質的に深めることを⽬的に⾏った．また，そのインタビュー調査で新たに浮き彫り
になった課題の量的な検証を第 5 章で実施した．このように質的な知⾒の結果を，量的に検証すること
で，混合研究⽅法が体系化され，いずれかの研究だけでは明らかにできない知⾒を獲得することが可能
となった（クレスウェル・プラノ クラーク，2010）．この結果，まずパントキック活⽤に影響する要素
は，個⼈戦術的要素，ゲーム様相的要素，チーム戦術的要素，主観的ゲーム状況要素，客観的ゲーム状況
要素，ポジション特性的要素に分類することができることが明らかになった．また，有効性の⾼いキック
として，エリアキックが⽰された．さらに，全てのパントキックの中でも活⽤回数が最も多いのはロング
キックであるが，キック⾃体の質とその後のディフェンスの質を⾼めていくことで勝利の可能性を⾼め
ることにつながると⽰唆された． 
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第 7 章 結論 

 本論の結果から，以下の知⾒が得られた． 

（1）エリアキックは有効性の⾼いパントキックである． 

（2）活⽤が最も多いロングキックの質（キック⾃体の質とその後のディフェンスの質）を⾼めていくこ
とで，勝利の可能性を⾼めることにつながる． 

（3）社会⼈ラグビーではリスタートにおいて，攻撃を継続しトライを狙いにいくのではなく，チーム戦
術を設定した上でパントキックを活⽤すべきである． 

（4）ショートパントキックやグラバーキックに加え，エリアキック，キックパスの多彩なパントキック
を活⽤する技能を⾼めることで，最適な状況判断が可能となり，有効性の⾼いパントキック活⽤につな
がる． 

（5）有効性の⾼いパントキックは，キック⾃体の質に加えてその後のディフェンスのプレッシャーも組
み合わさることで達成できるため，そこを整備した上でパントキックを活⽤すべきである． 

（6）アタックのゲインラインの攻防で優位性があると，ディフェンスライン後⽅のスペースが⽣じ易く，
特にスクラムハーフはそのことを認知すべきである． 

（7）ユース世代ではターンオーバーにおいてパントキック活⽤の機会が⾼まるため，まずはディフェン
スライン後⽅のスペースを確認し，ディフェンスが戻り切れていない際は，パントキックを活⽤すべき
である．また，ショートパントキック，グラバーキック，エリアキック，キックパス等の多彩なパントキ
ックの技能を⾼めていくことで，状況に応じた選択を⾏うことができ，最適な状況判断にもつながる． 

 

 その⼀⽅で，本研究の課題として 3 点が浮き彫りになった．まず，第⼀に分析対象を国内ラグビーに
限定しているため，国外トップレベルチームの様相には⾔及できていないこと，第⼆に，数量的な研究に
おいて扱う数値を絶対値ではなく相対値で扱うことを検討すること，そして第三にショートパントキッ
ク，グラバーキック，エリアキック，キックパスの技能向上のためのトレーニング⽅法の提⽰まで⾏えて
いないことである． 

 しかしながら，本研究で明らかになった知⾒は，ラグビー競技におけるゲーム構造の解明，競技⼒の向
上，個⼈のパフォーマンスの向上という観点から，教育学ならびにコーチング学発展に寄与できると期
待される． 
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